
 苫小牧市立中央図書館の自己評価並びに自己評価説明及び点検を踏まえ実施

した図書館協議会委員による評価は以下のとおりです。 
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                苫小牧市図書館協議会 会長 井村 友美 

 

 

＜総評＞ 

 令和６年度の苫小牧市立中央図書館の運営については、引き続き高い利用者

満足度が維持されており、職員の接遇やサービスの向上に向けて日々取り組ま

れている姿勢が見受けられました。 

 成果指標でもある郷土行政資料について、蔵書冊数、デジタル化ともに目標値

を超えており、市民が近づきにくい印象のある郷土資料の活用についても、姉妹

都市である日光市をはじめ他の自治体との資料の交換展示を行うことで広く市

民への周知に取り組んでいただいている点は評価できます。また、乳幼児から高

齢者まで幅広い利用者の環境整備に努められており、特に「赤ちゃんと楽しむ絵

本ひろば」の参加人数は昨年度に比べて大きく増加しており好評であることが

うかがわれます。乳児期から本に親しむ経験は、生涯にわたる読書習慣へとつな

がっていきますので、今後も環境整備のほか、読み聞かせボランティア支援の拡

充に継続的に取り組んでいただき、子どもが自発的に読みたい本を探しに来る

ような図書館になることを期待します。 

 また、学校図書館との連携はすでに行われておりますが、全ての子どもたちが

本に触れられる機会が与えられた学校図書館は貴重な場所であることから、さ

らなる連携の充実を希望します。 

 今年度も様々なイベントを実施していただきましたが、特に苫小牧市図書館

ぐるっと「図書印」旅では、市内にある８つの図書コーナーと連携して実施され、

「普段行かない図書館(図書コーナー)へと足を運ぶきっかけとなった。」など好

意的な意見が多数寄せられており、市内全域の図書館(図書コーナー)利用の促

進を図れたのではないかと感じております。また「出張！図書館」、「出張！移動

図書館車」におきましても、児童センターや各種イベント会場に積極的に出向い

たことにより図書館を利用していない市民の方への良いアプローチになったの

ではないかと思います。今後も、図書館へと足を運びたくなるような魅力あるイ

ベントの開催を期待しております。 

 単年度目標としては、未達成の指標もあり特に新規利用登録者数の減少が気

になります。学校や地域との連携を強化し図書館活動の周知に努めてください。 

 

総評並びに以下に記載する各委員の意見のまとめのほか、アンケート記載の

利用者意見等を参考に、更なる図書館運営の充実に努めてください。 



  

 

【評価する点】 

 ・「赤ちゃんと楽しむ絵本ひろば」の参加者が順調に伸びているのは大きな成

果であると思う。 

 ・「赤ちゃんと楽しむ絵本ひろば」や「こそだて time」など安心して乳幼児が

利用できるよう配慮されており良いと思う。 

 ・お客様アンケート結果では、スタッフの対応の良さに満足されている来館者

が多く、スタッフの質の良さを感じます。  

  

【改善を要する点】 

 ・市内に住む外国人は今後ますます増加していくことから、外国語案内だけで

はなく、多文化サービスを検討していく必要があると思う。 

 ・利用者からも要望が強いエアコンの整備について考えてみてはどうか。 

 ・お客様アンケートについて、図書館を利用していない又は利用したことのな

い方へのアンケートが必要である。 

 ・お客様アンケートでは、設備に対する指摘が多い。すぐに対応することは難

しいと思うが、今後に生かせるように内容を整理すべきである。 

 ・１階のトイレを広く明るくしたほうがよいのではないか。 

  

  

 

 

   

「基本目標１ 基礎的な図書館サービスの充実」について 



 

 

 

【評価する点】 

 ・レファレンスの充実、図書館コンシェルジュの配置など利用客が気軽にレフ

ァレンスができる取り組みに期待している。 

 ・レファレンスの受付件数が倍増している。PR や利用しやすくした点で高く

評価できる。 

 ・「図書印」のアイディアは素晴らしい。 

 ・「やさしい法律セミナー」や「郷土セミナー」など多彩なイベントを開き、

広い層にアピールしている点は評価できる。 

 ・苫小牧市の文化の発展のため「郷土セミナー」を行っている点について評価

をしたい。 

 ・レッドイーグルスとの連携や絵本カルタなど多彩なイベントを多数行って

いる点を評価したい。 

 ・「新年カルタ大会」や「やさしい法律セミナー」など冬季間のイベントは来

館者の増につながり良いと思う。 

 

【改善を要する点】 

 ・レファレンスが好評なので、その内容を分析してほしい。 

  どのような資料にアクセスしようとしているのかがわかれば、ニーズの把

握となり、蔵書計画の参考になると思う。 

 

  

「基本目標２ 家庭生活及び職業上の課題や地域課題解決のための支援

機能の強化」について 



 

 

【評価する点】 

 ・「出張！図書館」や「出張！移動図書館」の取組 

 ・保育園や児童センターでの「出張！図書館」 

 ・ヤングアダルトコーナーについて、POP展示は工夫されており、見ているだ 

けで興味がわいてきます。これからも力をいれてほしい。 

 ・市内ボランティア活動の周知について、まずは知ってもらうことが大事。 

次の一歩に期待したい。 

 ・子どもから大人まで、文化セミナーの開催は大きな意義がある。図書館が 

人と人を、人と情報をつなぐための拠点であるために必要なイベントであ 

ると思う。  

 

【改善を要する点】 

 ・子どもの不読率を減らすため公共図書館と学校図書館の連携の強化につい

て、両者の司書が情報を共有し、協力していく新たな事業が必要だろう。 

 ・読書離れが進んでいる中学生や高校生へのアプローチ 

 ・夏休みが長くなったので児童クラブへ移動図書館車を派遣してみてはどう

か。 

  

  

 

 

 

 

  

「基本目標３ 教育的役割を重視した取組の推進」について 



 

 

【評価する点】 

 ・「出張！図書館」は図書館利用の周知やきっかけになると思う。どんどん出 

かけてほしい。 

 ・移動図書館車での周知活動 

 ・利用者満足度について、「満足」、「やや満足」が９５．５％となっている点

について一定の評価ができる。 

 

 【改善を要する点】 

 ・資料のうち年齢別貸出人数の項目について「６０歳以上」で終わっているが、

人生１００年時代であり、それ以降の項目（「７０歳以上」など）も増やし

てほしい。 

・事業の周知に関して、中央図書館の入り口に一目でわかる予定表が掲示され

ると良いと思う。 

・図書館に来られない高齢者へのアプローチについて工夫の余地があると思

う。（例えば、図書館とコミセンとの巡回バスやふれあいサロンへの移動図

書館車派遣など。） 

 ・利用者満足度だけでは、図書館に対する市民評価にはあたらない。適正な 

アウトプット評価をするためには、利用していない人を含めた市民全体の 

調査が必要であろう。 

 ・入館者数、貸出冊数等の指標が下がっていることは深刻な状況である。 

  原因を分析し、それを踏まえて対策を考えてほしい。 

「基本目標４ 魅力的かつ効果的・効率的な運営体制の構築」について 


